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区

立
公
園

が
九
十
三
か
所
に

み
な
さ
ん
の
近
く
に
公
園
を

公
園
は
、
都
市
に
生
活
す
る
人
に
と

っ
て
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
公

園
が
、
地
域
の
人
ぴ
と
に
憩
い
を
与
え

る
広
場
や
、
共
同
の
庭
と
し
て
の
緑
に

め
ぐ
ま
れ
て
お
り
、
都
市
の
防
災
上
か

ら
も
大
き
な
役
割
り
を
も
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

私
た
ち
は
、
公
書
や
食
品
衛
生
閥
題

な
ど
で
、
毎
日
神
経
が
高
ぶ
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
公
皿
の
緑
や

日
だ
ま
り
が
バ
生
活
に
う
る
お
い
を
与

え
て
く
れ
富
す
。

区
で
は
、
み
な
さ
ん
の
住
ま
い
の
近

く
に
公
園
を
と
、
建
設
に
拍
車
を
か
け

て
い
ま
す
。
四
十
六
年
度
に
は
、
先
に

お
知
ら
せ
し
た
栗
六
公
園
・
諏
訪
木
西

公
園
な
ど
十
二
か
所
の
公
園
の
ほ
か
に

つ
き
の
二
か
所
を
整
備
し
、
さ
ら
に
、

次
の
よ
う
な
公
園
の
整
備
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
で

、
区
の
公
園
は
九
十

三
か
所
に
な
り
、
延
べ
面
積
は
、
四
七

万
一
五
七
三
平
方
㍍
に
な
り
ま
し
た
。

■

整

備

し

た

公

園

▽
千
住
東
町
公
園
-
千
住
東
二
丁
目
二
　

〇
一
一
七
)
一
九
五
二
平
方
㍍
)

▽
江
北
一
丁
目
公
園
-
江
北
一
丁
目
二
　

六
-
一
六
)
一
三
三
五
平
方
㍍
)

■

こ

れ

か

ら

整

備

す

る

公

園

▽
谷
在
家
公
園
1
谷
在
家
二
丁
目
一
三
　

一
一
)
一
万
五
二
九
六
平
方
㍍
)

▽
足
立
一
士
見
公
園
1
西
新
井
七
丁
目
　

一
七
-
一
)
七
三
二
平
方
㍍
)

▽
西
新
井
酉
公
園
丿
西
新
井
六
丁
目
九
　

-
一
)
五
九
)
三
平
方
㍍
)

■

児

童

遊

園

の

整

備

児
童
遊
園
も
新
た
に
二
か
所
が
仲
間

入
り
し
、
合
計
九
十
七
か
所
)
延
べ
面

積
五
万
七
〇
七
三
平
方
㍍
)
に
な
り
ま

し
た
。

▽
関
原
二
丁
目
児
重
遊
園
1
関
原
二
丁
　

目
三
一
一
九
)
二
一
六
平
方
㍍
)

▽
興
野
第
二
児
童
遊
園
I
興
野
町
三
七
　

九
上
一
)
三
七
九
平
方
㍍
)

公

園

に
は

い

ろ

い
ろ

あ

り

ま
す
　

都
市
公
園
法
施
行
令
第
二
条
に
よ
り

ま
す
と
、
公
園
に
は
、
お
も
に
児
竃
が

利
用
す
る
児
童
公
園
、
近
く
に
住
ん
で

い
る
人
に
利
用
し
て
も
ら
う
近
隣
公

園
、
地
区
公
園
が
あ
り
ま
す
。

児
童
公
一
は
、
誘
致
距
離
)
公
園
ま

で
の
片
道
距
離
)
重
一
百
五
十
㍍
、
敗

地
面
積
は
二
五
〇
〇
平
方
㍍
を
標
準
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
公
園
は
、

誘
致
距
離
を
五
百
㍍
、
敷
地
面
積
は
二

万
平
方
㍍
を
標
準
と
し
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
に
、
一
人

あ
た
り
の
公
園
面
積
を
三
・
四
平
方
㍍

に
す
る
畏
期
計
画
を
た
て
ま
し
た
。
そ

の
憲
味
か
ら
も
、
公
園
を
数
多
く
建
設

す
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

□
防
犯
灯
の
寄
付

お

受

け

し

ま

す

四
十
六
年
度
中
に
、
町
会
や
自
冶
会
、

防
犯
協
会
な
ど
が
区
道
や
児
童
遊
園
内

に
建
て
た
防
犯
灯
の
寄
付
を
、
五
月
二

十
日
ま
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ど
ぅ
ぞ
。

ま
た
、
私
道
や
広
楊
な
ど
に
礁
て
ら

れ
た
も
の
、
お
よ
び
商
店
街
の
終
夜
灯

に
つ
い
て
は
、
区
が
補
助
金
を
出
し
て

い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
区
役
所
公
園

管
理
係
へ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ローラースケート鳩のある飯訪木西公園

新
設
保
育
園
の
園
児
募
集

申
込
み
は
5
月
1
5
日
～
3
1
日

区
で
は
、
七
月
に
開
園
す
る
高
浜
保

育
園
)
廊
浜
五
丁
目
二
四
-
四
-
一
〇

一
)
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は

、
次
の
要
領
に
よ
り
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
み
期
間
五
月
十
五
日
)
月
)

か
ら
三
十
一
日
)
水
)
ま
で

申
込
み
場
所

お
住
ま
い
の
区
域
を

所
管
す
る
次
の
福
祉
事
務
所
へ
直
接
お

い
で
く
だ
さ
い
。

◇
足
立
福
祉
事
務
所
)
千
住
柳
町
一
二
　

I
五
)
　
)
)
)
一
二
四
一

◇
中
都
福
祉
事
務
所
)
関
原
二
丁
目
一
　

〇
-
一
〇
)
　
)
)
九
-
一
四
)
一

◇
東
都
福
祉
事
務
所
)
東
綾
瀬
一
丁
目

五
一
一
七
)
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

◇
西
都
福
祉
事
務
所
)
鹿
浜
二
丁
目
一
　

四
一
二
)
　
)
九
七
-
五
〇
一
一
　

持
S
す
る
も
の

◇
昭
和
四
十
六
年
度
特
別
区
民
税
額
{

わ
か
る
も
の
)
例
-
課
税
証
明
書
、

特
別
徴
収
通
知
一
、
納
税
通
知
書
な

ど
)

◇
昭
和
四
十
六
年
分
所
得
税
額
の
わ
か

る
も
の
)
例
1
課
税
証
明
書
、
源
泉
　

徴
収
票
、
納
税
通
知
書
な
ど
)

◇
昭
和
四
十
六
年
麦
固
定
賢
産
税
額
の
　

わ
か
る
も
の
)
土
地
、
家
屋
を
お
持

ち
の
方
の
み
)

◇
印
か
ん
を
お
忘
れ
な
く
。

公
害
防
止
資
金
の
ご
利
用
を

″
環
境
整
備
資
金
貸
付
制
度
″

区
で
は
、
今
度
新
し
く
、
環
境
整
備

賢
金
貸
付
制
度
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
'
H

内
に
お
け
る
交
通
騒
音
、
地

盤
沈
下
な
ど
の
公
書
に
よ
っ
て
生
ず
る

被
害
を
防
除
し
よ
つ

す
る
方
に
対
し

て
、費
用
の
一
都
を
賃
し
付
け
、生
活
環

境
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

制
度
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
貸
付
資
格

(
1
)
現
状
の
ま
ま
で
は
発
生
源
を
直
接
規

制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
公
害
に
よ

っ
て
現
に
被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と

(
2
)
区
内
に
引
き
続
き
一
年
以
上
居
住
し

て
い
る
こ
と

(
3
)
自
己
賢
金
だ
け
で
は
被
客
を
防
ぐ
こ
　

と
が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
返
済
能
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

(
4
)
確
実
な
連
帯
保
証
人
か
あ
る
こ
と

(
5
)
特
別
区
民
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

▼
貸
付
条
件

(
1
)
貸
付
金
額
　
一
件
に
つ
き
五
十
万
円
　

ま
で

(
2
)
貸
付
利
息
　
年
利
三
・
六
五
%
)
だ
　

だ
し
、
す
え
置
期
間
は
無
利
息
)

(
3
)
貸
付
期
間
　
す
え
置
期
間
六
か
月
経
　

過
し
た
後
三
年
以
内

(
4
)
償
還
方
法
　
す
え
置
期
間
経
過
後
半

年
均
等
割
賦

▼
申
込
み
の
受
付

(
1
)
受
付
期
間
　
昭
和
四
十
七
年
五
月
十

五
日
)
月
)
か
ら
日
曜
・
祭
日
を
除
　

く
毎
日

申
込
み
用
紙
の
請
求
、
問
い
合
わ
せ

は
、
区
役
所
公
害
課
環
境
係
へ

善行青少年のご推せんを

区
で
は
、
社
会
で
良
い
行
な

い
や
模
範
と
な
る
よ
う
な
行
な

い
を
し
た
青
少
年
を
表
彰
し
て

い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
よ
う
な
青
少

年
を
ご
推
せ
ん
く
だ
さ
い
。

行
な
い
の
内
容

①
勇
気
や

親
切
を
示
し
周
囲
を
明
る
く
し

た
行
な
い

②
公
徳
心
を
高
め

た
行
な
い

⑤
自
立
心
に
富
ん

だ
行
な
い

④
誠
実
・
責
任
・
努

力
が
認
め
ら
れ
る
行
な
い
な
ど

賢
格
年
齢
十
)
歳
未
滴
で

区
内
に
住
ん
で
い
る
方
)
在
勤

・
在
学
を
含
む
)

表
彰
の
対
象
と
な
る
期
間

昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日
以
後

に
あ
っ
た
行
為

推
せ
ん
方
法

学
校
や
職
場

お
よ
び
各
種
団
体
等
か
ら
、
被

推
せ
ん
者
を
青
少
年
対
策
地
区

委
貝
を
通
じ
て
、
足
立
区
長
へ

く
わ
し
く
は
、
区
教
育
委
員

会
青
少
年
係
へ

そ
の
時
あ
な
た
は
?

八
丈
島
沖
地
震
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果

去
る
二
月
二
十
九
日
午
後
六
時
二
十

三
分
ご
ろ
、関
東
地
方
を
中
心
に
強
い

地
震
が
あ
り
ま
し
た
。震
源
地
は
、)
丈

鳥
沖
で
し
た
。)
丈
鳥
で
は
、震
度
五
の

強
震
、東
京
で
も
、昭
和
四
十
三
年
七
月

以
来
四
年
ぶ
り
に
、震
度
四
を
記
録
し

た
こ
と
は
、記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
区
で
は
、今
後
の
地
震
災
害

対
策
の
参
考
資
料
と
す
る
た
め
、区
民

の
み
な
さ
ん
の
中
か
ら
無
作
為
に
、二

千
名
の
方
を
選
ぴ
、
「そ
の
時
あ
な
た

は
?
」と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま

し
た
。
そ
の
集
計
か
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

集
計
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

発
送
数

二
、
0
0
0

通

回
答
数

九

匸
一
通

回
答
率
四
六
%

①
そ
の
と
き
ど
こ
に
い
た
か

自
宅
六
百
九
十
六
人
)
七
六
%
)
　

職
場
百
十
二
人
)
匸
一
%
)
そ
の
　

ほ
か
九
十
九
人
)
一
一
%
)
回
答
　

な
し
五
人
)
一
%
)

⑤
そ
の
と
き
何
を
考
え
た
か

火
事
五
百
五
十
人
)
六
〇
%
)
衣
　

族
の
安
否
二
百
二
十
九
人
)
二
五
%
)
　

建
物
の
倒
壊
百
九
十
二
人
)
三
%
)
　

そ
の
ほ
か
四
十
)
人
)
五
色
回

答
な
し
三
十
一
人
)
三
%
)

火
事
の
こ
と
を
考
え
た
人
が
、
全
体

の
六
〇
%
あ
り
、
地
震
で
恐
ろ
し
い
の

は
、
驀
物
の
倒
壊
よ
り
火
事
で
あ
る
と

い
う
考
え
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す

⑤
そ
の
と
き
火
の
元
)
ガ
ス
・
石
油
・
　

電
気
な
ど
)
を
ど
う
し
た
か

す
ぐ
に
洌
し
た
六
百
五
人
)
六
六
%
)
　
　

火
は
使
っ
て
い
な
か
っ
た
百
)
十
　

五
人
)
二
〇
%
)
消
し
忘
れ
た
三
　

十
七
人
)
四
%
)
全
く
忘
れ
た
二
　

十
一
人
)
二
%
)
一
つ
は
洌
し
た
　

か
ほ
か
は
忘
れ
た
九
人
)
一
%
)
　

回
答
な
し
五
十
五
人
)
六
%
)

六
十
六
%
の
人
が
火
の
元
を
す
ぐ
に

洌
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
「
全
く
忘

れ
た
」
「
何
か
消
し
忘
れ
た
」
を
合
計

す
る
と
六
十
七
人
、
七
%
あ
り
、
こ
れ

だ
け
で
も
火
災
発
生
の
恐
れ
が
十
分
考

え
ら
れ
ま
す
。
地
震
の
時
に
は
、
必
ず

火
の
元
を
洌
し
ま
し
さ
っ
。

④
そ
の
と
き
避
難
は
ど
う
し
た
か

避
難
の
準
備
を
し
た
三
百
二
十
九
人
　
　
)

三
六
%
)
物
か
げ
に
身
を
寄
せ
　

た
二
百
七
十
七
人
)
三
〇
%
)
外
　

へ
と
ぴ
出
し
た
百
四
人
)
一
一
%
)
　
　

回
答
な
し
二
百
十
人
)
二
三
%
)
　

外
へ
と
ひ
出
し
た
人
は
百
四
人
も
お

り
ま
し
た
。
す
ぐ
外
へ
と
ぴ
出
す
の
は

危
険
で
す
の
で
、
礁
物
の
中
で
様
子
を

み
て
か
ら
行
助
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

⑤
こ
ん
ど
地
震
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
何
　

を
す
る
か

火
の
始
末
を
す
る
六
百
六
十
)
人
　
　
)

七
三
%
)
物
か
げ
に
身
を
寄
せ
　

て
様
子
を
み
る
二
百
二
十
人
)
二
十
　

四
%
)
そ
の
と
き
に
な
っ
て
み
な
　

い
と
わ
か
ら
な
い
百
三
十
人
)
一
四
　
%
)

戸
外
の
安
全
な
楊
所
へ
避
難
　

す
る
)
十
三
人
)
九
%
)
そ
の
ほ
　

か
十
九
人
)
二
%
)
回
答
な
し
十
　
}

大
)
一
%
)

幸
い
火
の
始
末
を
す
る
と
答
え
た
大

は
七
三
%
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま

で
の
一
連
の
回
答
結
果
で
明
ら
か
な
よ

う
に
、
地
震
す
な
わ
ち
火
事
と
い
う
考

え
方
が
、
大
多
数
を
占
め
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

⑤
あ
な
た
の
地
震
対
策

▽
貴
重
品
な
ど
非
常
持
出
品
の
整
理

あ
る
四
百
七
十
二
人
)
五
二
粍

な
い
三
百
九
十
四
人
)
四
三
%
)
　

回
答
な
し
四
十
六
人
)
五
%
)

▽
地
震
に
つ
い
て
家
族
で
の
話
し
合
い
　

し
て
い
る
五
百
七
十
七
人
)
六
三
色
　
　

し
て
い
な
い
二
百
七
十
一
人
)
三
　

〇
%
)
　
回
答
な
し
六
デ
四
人
)
七
　
%
)

▽
消
火
器
の
備
え
は

あ
る
四
百
四
十
五
人
)
四
九
%
)

な
い
四
百
三
十
九
人
)
四
)
%
)
　

回
答
な
し
二
十
)
人
)
三
%
)

非
常
持
出
品
の
整
理
、
消
火
器
の
備

え
は
約
半
数
、
家
族
で
の
話
し
合
い
は

一
)
七
%
の
大
が
し
て
お
り
、
地
震
に
対

す
る
準
備
か
か
な
り
進
ん
で
い
る
と
い

え
ま
す
。

区
内
に
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
地
震
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
時
に

恐
ろ
し
い
も
の
の
一
つ
に
、
通
偉
連
絡

系
統
の
途
絶
か
ら
、
正
確
な
情
報
が
伝

達
さ
れ
な
い
た
め
、
デ
マ
な
と
に
ま
ど

わ
さ
れ
、
人
ぴ
と
か
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に

な
る
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
ま
す
何
よ
り
も一止
確
な
情
報
を

い
ち
早
く
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

区
で
は
、
非
常
事
態
に
お
け
る
緊
急

通
信
連
絡
用
と
し
て
、
無
線
機
四
十
】

台
を
用
意
し
、
番
察
署
・
湾
防
暑
・
区

出
張
所
・
福
祉
事
務
所
な
ど
、
区
内
の

主
要
簡
所
に
配
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
無
線
機
は
、
災
害
対
策
本

都
、
水
防
本
部
か
設
置
さ
れ
た
と
き
に

使
用
さ
れ
、
区
役
所
本
庁
舎
内
に
あ
る

蕃
地
局
と
通
信
連
絡
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

図書館・区民福祉センターだより
■

東

部

区

民

福

祉

セ

ン

タ

ー

東
綾
順
一
丁
目
五
上

七
　
　

六
〇
五
一
七
一
〇
一

■
趣
味
の
教
室

手
芸
教
室
〈創
作
紙
人
形
-
初
級
1
)
五
月
十
一
日
)
木
)
午
後

一
時
材
料
費
五
百
円
は
さ
み
・
も
の
さ
し
持
参
生
花
教
一
{
古

流
}
五
月
十
二
日
)
金
)
午
前
十
時
材
料
費
二
百
円
蝕
図
教
室
{

静
物
1
初
心
者
向
↓
五
月
十
三
日
)
土
)
・
二
十
七
日
)
土
)

い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
掬
圧
教
案
五
月
十
七
日
)
水
)
午

後
二
時
料
理
教
室
{
サ
ラ
ダ
}
五
月
十
)
日
)
木
)
午
後
一
時

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
{
た
ぬ
き
}
五
月
十
)
日
)
木
)
午
後
一

時
三
十
分
材
科
費
三
百
円
茶
遭
教
重
五
月
十
九
日
)
金
)
午

前
十
時
材
料
費
二
百
円
文
｀
i
室
{
日
本
古
典
文
学
の
系
鵬
1

松
尾
芭
薫
}
五
月
十
九
日
)
金
)
午
後
一
時
三
十
分
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
五
月
二
十
日
)
土
)
午
後
二
時
コ
ー
ラ
ス
五
月
二
十
一

日
)
日
)
午
前
十
時
陶
芸
教
室
{
モ
ザ
イ
ク
}
五
月
十
四
日
)
日
)

午
後
一
時
三
十
分

材
料
費
三
百
円

一

中

部

区

民

篠

祉

セ

ン

タ

ー

関
原
二
丁
目
一
〇
上
O
　
　

八
八
九
-
一
四
八
四

■
こ
ど
も
の
日
の
つ
ど
い
　
五
月
五
日
)
金
)
午
前
十
時
?
午
後
三

時
三
十
分

■
ス
ラ
イ
ド
と
ゲ
ー
ム
あ
そ
び
　
五
月
六
日
)
土
)
午
後
一
時
ス

ラ
イ
ド
「せ
む
し
の
こ
う
ま
・
一
休
さ
ん
」

■
ス
ラ
イ
ド
と
う
た
あ
そ
び
　
五
月
十
三
日
)
土
)
午
後
一
時
ス

ラ
イ
ド
「森
の
ね
ひ
り
姫
・
ろ
ぱ
兮
つ
り
に
ゆ
く
」

■
こ
ど
も
映
画
会
　
五
月
七
日
)
日
)
・
・
・
ク
モ
・
蒸
気
機
関
車
五

月
十
四
日
)
日
)
・
・
・
ア
ヒ
ル
と
ウ
サ
ギ
の
奇
術
く
ら
べ
他
い
ず
れ

も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

■

西

部

区

民

福

祉

セ

ン

タ

ー

鹿
浜
二
丁
目
二
四
-
二
　
　

八
九
七
-
五
〇
一
六

■
こ
ど
も
の
日
の
つ
ど
い
　
五
月
五
日
)
金
)
午
後
二
時
人
形
劇

・
合
奏
・
わ
ら
べ
う
た
・
映
画
「
ラ
イ
オ
ン
物
語
・
野
性
の
少
女
」

■
こ
ど
も
映
画
会
　
五
月
七
日
)
日
)
・
・
・
三
つ
の
ま
ほ
'
つ
・
三
ぴ
き

の
子
ぶ
た
・
小
鹿
の
太
郎
ち
ゃ
ん
・
夜
な
く
に
わ
と
り
五
月
十
四

日
)
日
)
・
・
・
あ
げ
は
ち
ょ
う
・
な
か
よ
し
助
物
園
・
海
底
少
年
マ
リ

ン
五
月
二
十
一
日
)
日
)
・
・
・
渡
り
鳥
・
昔
と
今
の
交
通
・
竜
の
子

太
郎
五
月
二
十
)
日
)
日
)
・
・
・
も
ん
し
ろ
ち
ょ
う
・
狠
少
年
ヶ
ン

・
お
か
し
な
お
か
し
な
屋
の
国
・
森
の
王
様

時
間
は
、
い
ず
れ
も

午
後
二
時
か
ら

■

千

住

区

民

福

祉

セ

ン

タ

ー

千
佳
元
町
三
四
-
一
　
　
)
八
一
T
二
七
六
五

■
こ
ど
も
の
日
の
つ
ど
い
　
五
月
五
日
)
金
)
午
後
一
時
三
十
分
～

四
時
人
形
劇
・
歌
・
ゲ
ー
ム
・
映
面
「
王
様
の
耳
は
ロ
バ
の
耳
」

■
老
人
将
棋
大
会
　
五
月
十
)
日
)
木
)
午
前
十
時
三
十
分
六
十

歳
以
上
で
区
内
に
在
住
の
方
申
込
み
は
十
六
日
)
火
)
ま
で
に
セ

ン
タ
ー
事
務
室
へ

<
各
セ
ン
タ
ー
と
も
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
>

□
休
館
の

お
知
ら
せ

各
区
立
図
書
姐
で
は
、図一
整

理
の
た
め
、
次
の
と
お
り
休
館
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
中
央
図
書
館
)
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
含
む
)
・
新
田
図
S
　

館
・
常
柬
図
一
館
-
五
月
こ
十
一
日
)
日
)
ヱ
)
月
四
日
)
日
)

▽
千
住
図
書
館
・
富
城
図
奮
館
・
中
川
図
魯
館
一
五
月
六
日
)
土
)
　
?

五
月
二
十
日
)
土
)

■ 区役所の電話882- 1111　 第二庁舎886- 3165　 足立福祉事務所888- 3141　 中部柵祉事務所889- 1481　 東部福祉事務所60卜7101　 西部福祉事務所S97- 5011
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家
庭

日
常
の
健
康
を
守
る
た
め
に

保
健
所
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

千
住
保
健
所
か
こ
の
た
ぴ
改
築
し

て

、
装
い
も
あ
ら
た
に
業
務
を
M
始

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
区
内
の
保
健
所

で
は
、
ど
う
い
う
仕
事
を
や
っ
て
い

る
か
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

●
成
人
病
の
相
談

た
し
か
に
結
核
な
ど
の
伝
染
病
は

域
り
ま
し
た
が
、
脳
卒
中
・
ガ
ン
・

心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

早
期
に
発
見

し
、
予
防
す
る
た
め
、
大
い
に
保
健

所
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

状
況
に
よ
っ
て
は
、
公
書
検
診
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
母
子
相
談

赤
ち
ゃ
ん
の
お
誕
生
を
間
近
に
控

え
て
、
不
安
な
こ
と
、
疑
問
点
な
ど

は
全
部
解
決
し
て
お
き
ま
し
f
つ
。

ま
た
、
母
体
の
保
護
・
生
ま
れ
た

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
も

保
健
所
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
適

切
な
母
子
保
他
の
揩
4
を
受
け
て
丈

夫
な
お
子
さ
ん
を
青
て
ま
し
″
う
。

●
食
品
衛
生
の
監
視

消
費
者
の
方
か
ら
の
食
品
に
開
す

る
苦
情
・
衛
生
相
談
を
受
け
た
り
、

消
費
者
の
方
が
た
の
た
め
の
食
品
衛

生
購
習
会
も
開
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
品
の
検
査
、
取
締
り
を

し
て
、
違
反
食
品
忝
加
物
の
摘
発
、

食
中
毒
の
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
伝
染
病
予
防

伝
染
病
を
防
ぐ
た
め
の
予

防
接

租
・
検
便
な
ど
の
衛
生
試
験
検
査
、

晧
咳
の
酸
漿
診
断
な
ど
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
保
健
所
の

定
期
予
防
接
租
は
必

ず
受
け
、
伝
染
病
の

予
防
に
つ
と
め
ま
し

ょ
う
。

ま
た
問
題
に
な
っ

て
い
る
性
病
の
予
防

と
し
て
、
婚
姻
時
、
妊

娘
時
、
集
団
血
液
検

査
は
つ
と
め
て
受
け

ま
し
ょ
う
。
(
無
科
)

●
栄
養
指
導

保
健
所
で
は
、
栄

養
指
導
員
が
、
乳
幼

児
・
妊
産
婦
・
成
人
病
予
防
な
ど
の

た
め
の
栄
養
相
談
に
応
じ
た
り
、
栄

薺
教
室
弋

保
健
栄
養
学
級
な
ど
で

佃
人
に
あ
っ
た
食
生
活
指
導
や
、
艙

康
揩
導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
べ
、
栄
養
指
導
車
に
よ
る
巡
回

指
導
も
し
て
い
ま
す
。
食
生
活
の
改

善
等
に
つ
い
て
は
、
も
よ
り
の
保
健

所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
そ
の
他
に
も
、
保
傭
屏
で
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
躍
を
し
て

い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
も
よ

り
の
保
艫
屏
ま
た
は
保
健
相
談
所
へ

ご
相
談
な
さ
る
か
、
「
わ
た
し
の
便

利
帳
」
の
九
十
(
ペ
ー
ジ
~
百
一
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
足
立
保
健
所
　
(

四
〇
一
五
一

四
一
　
中
央
本
町
一
一
五
-
三

▼
竹
の
塚
保
健
相
談
所
　
(
(
五
　

一
五
四
一
二

竹
の
塚
六
一

一
(
　
1

匸
一

▼
千
住
保
健
所
　
(
(
(
-
四
二
　

七
七

千
住
仲
町
七
六

▼
東
和
保
健
相
談
所
　
六
〇
六
一
　

四
一
七
一

東
和
四
-
一
〇
上
二

▼
江
北
保
健
相
談
所
　
八
九
六
-
　

四
〇
〇
四
江
北
六
一
一
六
-
二
-
一
○
一

いたくない! いたくない!

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
3
)

―
―
千
住
大
橋
そ
の
三
―
―

勝
山
準
四
郎

大
橋
は
隲
の
開
門
で
あ
っ
た
が
、ま
た
、こ
の

河
岸
は
船
便
の
発
S
楊
で
も
あ
っ
た
。古
図
に
よ

る
と
橋
の
下
手
に
は
将
軍
用
の
船
着
場
が
あ
り
、

鷹
狩
の
帰
途
な
ど
た
ぴ
た
ぴ
こ
こ
か
ら
館
船
で
帰

城
と
の
記
録
が
あ
る
。上
手
が
一
般
の
船
溜
り
。

こ
の
た
め
、橋
戸
町
に
は
船
主
や
回
一
問
屋
な
ど

関
係
業
者
が
多
か
っ
た
。安
政
元
年
(
一
(
五
四
)

千
住
襦
一
上
帳
に
「橋
戸
町
小
塚
原
町
の
儀
は
荒

川
附
き
町
方
に
こ
れ
有
、橋
戸
町
伝
馬
船
九
隻
茶

船
十
隻
高
瀬
煢
煢
隻
、小
塚
原
町
の
儀
は
伝
凡
船

五
S
癆
持
、川
附
き
の
攪
丗
仕
り
侠
者
ご
ざ
俟
」

と
あ
る
。今
、橋
の
た
も
と
に
立
っ
て
も
わ
ず
か

に
『
は
ぜ
釣
り
船
』
の
一
板
が
あ
る
程
度
で
、そ

そ
り
た
つ
護
岸
堤
か
ら
は
、そ
の
盛
時
を
知
る
由

も
な
い
。し
か
し
、昭
和
初
期
ま
で
こ
こ
か
ら
醍

草
ま
で
毎
時
蒸
気
船
が
発
一

し
て
い
た
の
は
ご
存

知
の
通
り
。
片
一

五
餓
の
違
X
は
市
一
の
七
競
市

パ
ス
十
餓
よ
り
割
安
で
あ
っ
た
が
、
た
っ
ぷ
り
一

時
間
か
か
る
と
い
う
の
ん
ひ
り
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
四
月
中
旬
か
ら
は
荒
川
五
色
桜
見
物
の
た
め

旧
豊
鳥
橋
ま
で
金
十
銭
で
爾
時
便
が
連
航
し
て
い

た
の
も
な
つ
か
し
い
配
憶
で
あ
る
。
俳
皿
松
尾
芭

薫
の
「
匐
く
の
ほ
そ
I

」
の
第
一
歩
も
こ
こ
か
ら

で
あ
っ
た
。
「弥
生
も
末
の
七
日
…
…
…
千
じ
ゆ

と
云
所
に
て
船
を
あ
が
れ
ば
、前
途
三
千
里
の
お

も
ひ
胸
に
ふ
さ
が
り
て
、幻
の
ち
ま
た
に
離
別
の

泪
(
な
み
だ
)
を
そ
そ
ぐ
。行
春
や
鳥
啼
(
な

き
)
魚
の
目
に
泪
。
…
…
…
其
日
新
草
加
と
云
宿

に
た
ど
り
I
き
に
け
り
」
は
有
名
な
出
立
の
章
。

元
禄
二
年
(
一
六
(
九
)
三
月
二
十
七
日
(
今
の

五
月
十
六
日
)
芭
蕉
四
十
六
歳
の
時
で
あ
る
。
今

読
返
し
て
み
る
と
か
な
り
感
傷
的
で
あ
る
が
、
当

時
は
こ
れ
が
央
感
で
あ
っ
た
の
だ
'
?
つ
。
随
行
の

門
人
曽
良
の
日
記

に
よ
る
と
、
こ
の

日
は
草
加
泊
り
で

な
く
『
カ
ス
カ
ベ

一一
泊
ル
江
戸
ヨ
リ

九
里
余
』
と
な
っ

て
い
る
。
「
ほ
そ

遭
」
は
文
学
的
修

辞
の
た
め
、
日
程

が
多
少
逆
に
書
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
の
で
、
皴

良
日
E
が
正
確
な

旅
程
を
伝
え
る
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
か
、
こ

の
日
記
の
I
出
し
が
「
巳
三
月
廿
日
同
出
、
深
川

出
船
、
巳
ノ
下
尅
(
午
前
十
一
時
)
千
住
二
揚
ル
」

と
あ
り
、
『
ほ
そ
道
』
の
本
文
と
七
日
程
違
っ
て

い
る
。
「
七
」
を
一
の
が
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
ま

た
、
今
は
そ
れ
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
が
、
昔
か

ら
話
皿
を
ま
き
起
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
栃
木
県

那
須
の
温
泉
神
社
の
神
官
人
見
家
に
伝
わ
る
曽
良

日
記
写
本
に
は
「
千
住
二
搗
ル
七
日
間
逗
留
」
と

付
記
さ
れ
て
、
ご
丁
寧
に
日
数
の
つ
じ
つ
ま
が
合

わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
芭
蕉
翁
千
佳

宿
滞
在
説
が
生
ま
れ
、
そ
の
道
の
研
究
家
な
ど
か

ら
時
々
そ
の
関
連
記
録
か
残
っ
て
い
な
い
か
な
ど

の
問
合
せ
が
あ
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
始
末
で
あ

る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
千
住
の
船
便
を
語
る

に
は
や
っ
ぱ
り
『
川
越
夜
船
』を
お
と
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
で
あ
う
つ
。
(
こ
の
項
つ
づ
く
)

享和2 年の小塚原中村千住掃都宿図から

君もリーダーになろう
ジュニア・リーダー研修会

区
教
育
委
員
会

で
は
、
児
童
、
生

徒
の
課
外
听
動
の

一
つ
と
し
て
。
毎

年
、
ジ
ュ
ニ
ア
ー

リ
ー
ダ
ー
の
研
修

会
を
開
い
て
い
ま

す
。
ジ
I
l
l
ア
ー

リ
ー
ダ
ー
咳

子

ど
も
会
活
助
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
参

加
し

、
自
分
は
も

ち
ろ
ん
、
み
ん
な

の
自
主
性
や
創
造

能
力
を
高
め
、
集

団
生
活
を
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
に

し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
听
修
内

容
は
、
次
の
三
コ

I
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

参
加
く
だ
さ
い
。

■
初
級
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

日
程
―
五
月
十
四
日
(
日
)
・
六
月

四
日
(
日
)
・
七
月
十
六
日
(
日
)
　

時
間
―
毎
回
午
前
九
時
～
正
午

会
場
―
千
寿
第
一
・
宮
城
・
綾
瀬
・

西
新
井
・
竹
の
冢
・
花
畑
第
一
小
学
校

参
加
申
込
み
―
当
日
、直
接
会
場
へ
　

参
加
資
格
―
小
学
高
学
年
・
中
学
生
　

内
容
-
自
己
紹
介
の
方
法
/
ゲ
ー
ム

の
指
導
方
法
・
演
習
な
ど

■
中
級
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

日
程―
五
月
二
十
一
日
(
日
)
・
六

月
十
一
日
(
日
)
・
二
十
五
日
(
日
)

・
七
月
二
日
(
日
)
・
二
十
二
日
(
土
)

時
間―
毎
回
午
前
九
時～
正
午

会
場―
千
寿
小
学
校

参
加
申
込
み―
各
子
ど
も
会
に
備
え

付
け
の
申
込
み
用
紙
に
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
次
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

足
立
区
教
育
委
員
会
青
少
年
係
(
9

立
区
千
住
一
丁
目
五
〇

一エ

ニ
○
)
　

参
加
資
格―
区
の
初
級
研
修
会
を
櫑

了
し
た
方
、
ま
た
は
中
・
高
校
生

申
込
み
締
切
a
l

五
月
十
三
日
'
(土
)

内
容
よ

芯

じ
ょ
う
ず
な
運
営
の
什

方
/
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
つ
く
り
方
な
ど

■
上
級
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

日
租
-
六
月
十
(
日
(
日
)
・
七
月

九
日
(
日
)
・
二
十
二
日
(
土
)
・
九

月
十
日
(
日
)
・
十
一
月
十
二
日
(
日
)

・
二
十
六
日
(
日
)
・
十
二
月
十
日
(

日
)
・
一
月
二
十
(
日
(
日
)
・
三
月

十
一
日
(
日
)
・
三
月
十
(
日
(
日
)
　

時
間
―
毎
回
午
前
九
時
～
正
午

会
鳩
―
区
役
所
(
別
館
研
修
室
)
　

参
加
申
込
み
―
中
級
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
の
申
込
み
と
同
じ
で
す
。

参
加
資
格
―
区
の
中
級
研
疹
会
を
修

了
し
た
か
た
、
ま
た
は
高
校
生

申
込
み
締
切
り
―
五
月
十
三
日
(
土
)
　

内
容
1
じ
ょ
う
す
な
司
会
と
記
録
/

野
外
活
勲
の
指
導
法
な
ど

□
キ
ャ
ン
プ
実
技
講
習
会

中
級
リ
ー
ダ
ー
の
研
修
を
修
了
し
、

保
護
者
の
了
解
を
得
た
り
I
ダ
ー
を
対

象
に
、キ
ャ
ン
プ
実
技
講
習
会
を
行
な

い
ま
す
。

日
時
―
七
月
二
十
五
日
(
火
)
午
前

九
時
ヱ

ー十
七
日
(
木
)
午
後
四
時
　

場
所
―
千
葉
県
印
旛
郡
印
西
町
小
林

二
八
八
六
-
一
小
林
牧
楊
(
予
定
)
　

定
員
―
六
十
名

な
お
、お
と
な
を
対
象
と
し
た
青
少

年
指
導
専
門
貝
の
研
修
会
も
同
時
に
闘

催
し
ま
す
。開
催
日
と
会
鳩
は
こ
こ

ニ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
と
同
じ
で
す

が
、時
間
は
、午
後
一
時
か
ら
四
時
ま

で
で
す
。
く
わ
し
く
は
、
区
教
青
委
員

会
青
少
年
係
へ

余
暇
に
体
力
作
り
を

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
始
め
ま
す

区
で
は
、
区
民
の
み
な
さ
ん
に
少
し

で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て

い
た
だ
く
た
め

に
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
始
め
ま
す
。

ス
ポー
ツ
教
室
に
は
、
指
導
員
が
お

り
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
も
安
心
し

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
用
具
は
備
え
て
あ
り
ま
す
。

会
場
・
種
目
・
実
施
日

第
十
四
中
学
校
・
大
谷
田
小
学
校
-
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
　
五
月
二
十
四
日
か
ら

毎
週
水
曜
日

第
三
中
学
校
1
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
五
月

二
十
五
日
か
ら
毎
週
木
曜
日

断
田
中
学
校
-
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
五
月

二
十
三
日
か
ら
毎
週
火
曜
日

鷹
浜
中
学
校
-
卓
球
　
五
月
二
十
四
日

か
ら
毎
週
水
曜
日

※
各
会
場
と
も
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

午
後
(
時
三
十
分
ま
で
で
す
。

▽
利
用
で
き
る
か
た
・・・
十
五
歳
以
上
の

区
民

▽
参
加
方
法
・・・会
場
で
入
館
証

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い

▽
参
加

費
・・・
無
料

な
气
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、学

校
の
体
育
館
を
使
用
し
て
爽
施
し
ま
す

の
で
、各
会
場
の
注
意
事
項
旁
守
り
、

指
導
員
の
指
示
に
必
ず
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

東
京
都
公
害
防
止

管
理
者
試
験

期
日
―
七
月
二
日
(
日
)
　
会
場
―

立
散
大
学
(
豊
鳥
区
西
池
袋
三
-
三
四

一
一
五
)
受
験
科
―
一
〇
〇
〇
円

受
験
資
格
―
都
内
在
住
・
在
勤
(
近
く

動
務
予
定
を
含
む
)
の
方
で
、四
月
一

日
現
在
済
二
十
歳
以
上
の
方
　
受
付
期

関
一
六
月
一
日
(
木
)
～
(
日
(
木
)

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時
三
十
分
　

(
土
曜
日
は
正
午
)
　
受
付
場
所
―
都

庁
第
二
本
庁
舎
一
階
第
ニ
ホ
ー
ル
　
受

験
願
書
交
付
場
所
―
都
公
害
局
・
区
役

所
公
害
譁

問
い
合
わ
せ
は
、都
公
害
局
規
制
指

導
部
折
4
課
へ

四
丿
七
四
一
一
　
内
線
二
(

六
～
七

母
と
子
ど
も
大
会

日
時
―
五
月
十
四
日
(
日
)
午

後
十
二
時
三
十
分
~
四
時
　
会
場
―

区
文
化
会
館

内
容
-
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
音
楽
公
演
、
い
ち
ょ
う
座

公
演
の
歌
と
踊
り

入
場
は
無
料
で
、母
と
子
、ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。な
お
、

満
員
の
際
は
入
場
を
お
こ
と
わ
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

保
健
婦
・

看
護
婦
募
集

年
齢
-
四
十
歳
未
膺
採
用
予
定
先

丿
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
区
立
保

青
園
人
員
I
若
千
名
身
分
-
都
畷

員
紿
与
丿
都
戦
員
給
与
規
定
に
よ
る
　

締
切
日
-
五
月
末
日

申
込
み
・
問

い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
人
事
係
へ

掲
示
板

■

青

年

文

化

教

室
　

区
青
年
館
で
は
、
次
の
よ
う
に

趣
味
と
実
益
を
蕈
ね
た
講
座
を
開

き
ま
す
の
で

、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

期
間
-
五
月
十
七
日
ヱ
(

月
二

十
三
日
毎
週
水
・
金
曜
日

時
関
1

午
後
六
時
三
十
分
~
(

時
三
十

分

場
所
―
区
青
年
館
(
東
武
線

大
師
前
駅
下
車
)

▽
料
理
教
室
<
初
夏
の
お
惣
菜
>
　

講
師
―
沢
田
千
鶴
子
氏

▽
ペ
ン
習
字
教
室
<
初
歩
入
門
>
　

講
師
―
川
野
博
之
氏

▽
ギ
タ
ー
教
室
<
初
歩
入
門
>
　

講
師
―
宮
鳥
寅
次
氏

受
講
料
―
無
料
(
た
だ
し
材
料

費
は
実
賢
負
担
)
　
参
加
資
格
―

区
内
在
住
在
勤
で
膺
二
十
五
歳
以

上
の
方
　
申
込
み
は
―
直
接
青
年

館
へ
、六
日
か
ら
受
付
け
(
定
員

五
十
名
に
な
り
次
第
締
切
り
)
　
　

九
〇
1
0
0

六
一

■

国

民

年

金

掛
金
の
未
納
は
?
　

国
民
年
金
の
掛
金
を
納
め
る
期

閖
は
、普
通
二
十
五
年
以
上
で
す

が
、昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
は
、年
齢
に
よ
っ
て

二
十
四
年
か
ら
十
年
に
短
縮
さ
れ

ま
す
。
こ
の
期
閥
に
一
か
月
で
も

掛
金
の
未
納
が
あ
り
ま
す
と
、
将

来
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
二
年
以
上
前
の
掛

金
未
納
分
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
≒
特
別
取
扱
期

間
中
」
で
す
。

お
手
も
と
の
国
民
年
金
手
帳
を

も
う
一
度
勿
確
か
め
の
う
え
、未

納
分
か
あ
り
ま
し
た
ら
、至
急
銀

行
か
郵
便
局
へ
納
め
て
く
だ
さ

い
。こ
の
鳩
合
の
掛
金
は
、一
か

月
四
五
〇
円
、期
限
は
六
月
三
十

日
ま
で
で
す
。

く
わ
し
く
は
、区
役
所
国
民
年

金
課
へ
ど
う
ぞ
。

■

愛

の

献

血

に

ご

協

力

を
　

献
血
さ
れ
た
方
に
は
、献
血
手

帳
か
渡
さ
れ
、血
液
が
必
要
な
時

に
は
、優
先
的
に
供
給
を
受
け
る

こ
と
か
で
き
ま
す
。時
間
は
、い

ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
で
す
。

五
月
の
移
動
採
血
車
巡
回
日
租

▽
八
日
(
月
)
第
二
庁
舎

▽
二
十
日
(
土
)
加
平
小
学
校

▽
二
十
三
日
(
火
)
舎
人
小
学
校

▽
三
十
日
(
火
)
北
千
住
駅
西
口

亜硫酸ガス測定結果
( 新田定点)

311 平均0. 027PPM
讐 晶70. 049PPM

讐 笳70. 011PPM

廈壇 基岨0. 05PPM

■

十

六

ミ

リ

映

画

講

習

会
　

区
教
育
委
貝
会
で
は
、視
聴
覚

教
育
の
一
環
と
し
て
映
画
技
術
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
修
了
の
方

は
、区
・
都
の
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

日
時
一
五
月
十
日
～
十
(
日
(

十
三
日
～
十
五
日
を
除
く
)
午
後

六
時
?
(
時
三
〇
分
場
所
-
区

青
年
館
(
東
武
繍
大
師
前
哨
下

車
)
定
員
-
五
十
名
(
定
員
に

な
り
次
第
締
切
)
受
鸚
賢
格
丿

足
立
区
在
住
・
在
助
の
方
申
込

み
先
-
区
教
育
委
員
会
文
化
係

■
自
動
車
税
第
一
期
分
の
　

納
期
限
は
5

月
3
1日
で
す

■

観

光

映

画

の

つ

ど

い
　

区
観
光
協
会
で
は
、区
民
の
み

な
さ
ん
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

兼
ね
た
「
轜
光
映
画
の
つ
ど
い
」を

開
催
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
御
観
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
-
五
月
(
日
(
日
)
午
後

二
時
?
四
時
場
所
1
区
産
業
振

興
館
(
区
役
所
隣
り
)

映
画
-

覿
光
映
画
「
北
海
道
へ
の
招
待
」

劇
映
画
『
全
員
集
き

入
場
は
無
料
で
す
。

急
告
先
に
、
保
健
所
か

ら
お
送
り
し
た
定
期

予
防
接
穂
の
お
知
ら
せ
中
「2
実

施
月
日
お
よ
ぴ
会
楊
」
の
ジ
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
混
合
の
欄
で
、

あ
や
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

誤

七
月
十
一
日
(
水
)

正

七
月
十
一
日
(
火
)

保
健
所

―民生委貝紹介―
( 敬称略)

第2地区定員　　　　　66名

出張所　　氏名　　住所　　　電話
第17　　松 永 歌　花畑町180　884- 8743
ダ　　　　　　 花畑団地( 11- 410)
S　　　　　　　嘉 悦 寛1884- 9239花畑団地( 38- 301)
l 　　村 上 綾 子　　〃364　　883- 8469
"　　山 崎 謇 吉　　〃1970　　884- 1882
j 　　全 杉 幸之輔　〃1796　　883- 4398
1　　真 砂 敏 子　　〃4285　　883- 2566
1　　小 宮 界太郎　〃5324　　883 ―0400
"　　予ヶ崎 好 子　〃5455　　883- 1462
1　　星 野 さ く　神明町37　605- 3662
1　　加旧芳三　　〃538　　605- 2784
"　　星野正三　六木町3?9　605- 4866
1　　中村喜久三　辰沼町19?　605- 4963
1　　堀 江 静 枝　　加平2- 6- 16　605- 3081
第18　梅 田 弘 子　　大谷田2- 9- 13　605- り' 812　
"　　　関 根 真 教　　　〃1- 33- 15　605- 0616　
"　　　荻 原 京 蔵　　　〃1- 13- U　605- 3973　
1　　　中 村 小夜子　　〃1- 42- 2　605- 3083　
"　　　企 杉 法 弁　大谷田新町2- n2605- 2235　
"　　　羽 住 涛 久　　中川1- 3- 2　　6601- 2405　
"　　　下 鳥 正 溝　　〃1- 17- 20　601- 3669　
"　　　遠 田 嘉 険　　〃2- 14- 2　　605- 4741　
"　　　小 林 功　　　〃3- 3- 7　　605- 0243
1　　　鈴 木 鑪次郎　〃3- 19- 3　605- 1513　
"　　　渡 辺 雪 雄　　　〃4- 7- 6　605- 6421　
"　　　小久保 這之助　大谷田1- 19- 19　605- 1453　
"　　　小久保 ヤ エ　　中川5- 14- 17　　605- 2950　
"　　　萩 原 節 子　　　東和2- 11- 2　605- 1217　
"　　　高 橋 末次郎　　〃2- 22- 8　　605- 3904　
"　　　坂 井 一 郎　　　〃4- 8- 5　　605- 3441　
"　　　稲 葉 卓　　　　〃4- 19- 22　605- 5608　
1　　　山 崎 正 久　　　15- 3- 25　　605- 0235　
"　　　奎 早 螫 翦　　　佐籵町61　　605- 1010
第19　　根 本 佐 一　　綾瀬1- 11- 4　602- 4892
"　　　大 室 綾 子　　　〃4- 5- 4　　605- 3477
"　　　倉 林 静 枝　　〃4- 21- 24　　605- 2317
"　　　西 川 よ 称　　〃4 ―29―9　606- 0171
"　　　高 橋 つ る　　西綾瀬3- 11- 16　889- 6688
"　　　岡 村 広 雄　　　13- 14- 4　　889- 4700

以下は次回へつづ く

■ 日赤社員増強還動月間……… 5月1日～31日■ 災害に泣くも泣かぬも心がけ M　200, 0000


